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PHOTO : 神山中学校 1 年生がお茶摘みを体験しました。
　　　　  詳しくは、9 ページ「まちの出来事」をご覧ください。
　　　　  ■人　口　5,158人（－16）

■世帯数　2,445戸（－16）

男　2,447人（－ 8 ）
女　2,711人（－ 8 ）
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主な内容



　
神
山
町
議
会
6
月
定
例
会
が
令
和
2

年
6
月
19
日
か
ら
6
月
26
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
令
和
2
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
13
議
案
を
審
議
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
8
2
0
5

万
円
を
追
加
し
、
総
額
63
億
6
2
9
8

万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務
管
理
費

等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
2
5
1
万
2

千
円
を
追
加
し
、
総
額
8
億
4
2
5
1

万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。
基
金
積
立
金

等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
2
1
万
5
千

円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
7
3
9
1
万

円
と
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
費
等
の
増

額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
7
1
7
万
3

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
6
2
7
7

万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
給
付
費

準
備
基
金
積
立
金
等
の
増
額
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
44
万
2
千
円
を

追
加
し
、
総
額
1
億
3
4
7
3
万
円
と

し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

条
例
の
制
定

■�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

■�

地
方
公
務
員
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
に
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

■�

神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

神
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

専
決
処
分

■�

神
山
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

そ
の
他

■�

大
埜
地
集
合
住
宅
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
新

築
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

■�

神
山
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■�

神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る

認
定
農
業
者
等
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
の
割
合
を
4
分
の
1
以
上
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て

■�

神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
神
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
以
下
の

13
人
の
任
命
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
相
原
利
章
さ
ん
（
阿
野
字
松
尾
）

　
井
上
善
司
さ
ん
（
上
分
字
大
中
尾
）

　
森
三
千
子
さ
ん
（
阿
野
字
臼
嶽
）

　
武
市
佐
市
さ
ん
（
下
分
字
竹
平
）

　
河
野
宏
吉
さ
ん（
神
領
字
西
青
井
夫
）

　
森
　
昌
槻
さ
ん（
神
領
字
東
大
久
保
）

　
中
西
隆
子
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
黒
河
）

　
加
藤
宏
行
さ
ん
（
下
分
字
地
野
）

　
森
本
　
守
さ
ん
（
阿
野
字
二
ノ
宮
）

　
高
橋
正
和
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
小
原
）

　
原
田
健
義
さ
ん
（
阿
野
字
五
反
地
）

　
鍛
　
喜
文
さ
ん
（
神
領
字
川
北
）

　
山
本
實
義
さ
ん
（
下
分
字
地
中
）

■�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
高

橋
三
枝
子
さ
ん
（
鬼
籠
野
字
東
分
）
と

立
石
芳
久
さ
ん
（
阿
野
字
長
谷
）
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

発
議

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

■�

株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　
令
和
元
年
度
の
決
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
の
収
入
減
な
ど
も

あ
り
、
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

　
会
計
帳
簿
、
会
計
書
類
、
重
要
書
類

の
閲
覧
等
を
行
い
、
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

6 

月 

定 

例 

会

�

13
議
案
を
可
決

令和 1年度決算（ ）は前年比
⃝温泉入浴者数
� 135,999人（93.4%）
⃝ホテル宿泊者数
� 8,086人（93.0%）
⃝総売上高
　神山温泉
� 261,661千円（93.4%）
　道の駅
� 124,328千円（95.5%）
⃝純利益
� －8,340千円（－255％）
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神
山
町
議
会
6
月
定
例
会
が
令
和
2

年
6
月
20
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
2
8
0
万
5

千
円
を
追
加
し
、
総
額
53
億
5
7
2
7

万
円
と
し
ま
し
た
。
総
務
管
理
費
等
の

増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
を
減
額

し
、
総
額
8
億
4
7
9
4
万
4
千
円
と

し
ま
し
た
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
4
1
0
万
1

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
7
5
5
0

万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費

等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
5
0
万
6
千

円
を
減
額
し
、
総
額
1
億
1
9
2
7
万

5
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

神
山
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

■�

神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■�

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

令
和
2
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
億
万
3
7
2

6
万
6
千
円
を
追
加
し
、総
額
60
億
9

1
2
6
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務

管
理
費
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。補

正
予
算

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
9
6
7
万
2

千
円
を
追
加
し
、
総
額
61
億
8
0
9
3

万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務
管
理
費

等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

神
山
町
議
会

第
2
回
臨
時
会

�

10
議
案
を
可
決

大埜地の集合住宅　第四期の入居者を募集します

　子育て世代を中心に、単身者向けシェ
アハウスも設けた計20戸の住宅を 4年
にわたって整備してきました。
　県外や町外から新しく移り住んだ人、
まちに帰ってきた人、町内から住み替え
た人、様々な人が暮らし始めています。
　いよいよ今回募集する第四期で完成し
ます。関心のある方にぜひご紹介くださ
い。
　個別相談も随時募集しています。お気
軽に総務課までお問い合わせください。

第四期入居者　募集概要
募集期間：令和 2年 8月 1日㈯～10月31日㈯
募集戸数：5 戸（メゾネット・タイプ）
入居対象：・�高校生以下の子どもと同居している

世帯（町外校への通学も含む）
　　　　　・�もしくは年上の者が50歳未満の夫婦
家　　賃：45,000円（＋共益費3,000円）
入居開始（予定）：令和 3年 4月
問 合 せ：神山町役場・総務課
電　　話：088-676-1111（IP:2000）

神山の杉やヒノキでつくられた住宅
は、木のぬくもりが広がります。夏・
冬もできるだけ快適に過ごせるよう
設計の工夫が施されています。

楽しい原っぱを育てることを目指し、
繁殖力の高い外来種を根から抜き、
在来種の草は残す「選択除草」を入
居者の皆さんと実践中。

子どもたちが安心して遊べるよう、
住戸エリアの外周に駐車場を設けて
います。子どもたちが年齢関係なく
遊ぶ場面が増えてきました。

敷地内の緑は、神山在来の植物で構
成。城西高校神山校の生徒が、種の
採取から苗木の育成・植え付けに関
わっています。

3 令和 2年 7月15日発行



神山町職員採用試験案内
神山町では新規採用職員の募集を次のとおり行います。

◎ 受 　付 　期 　間　令和 2 年 7 月21日（火）～ 8 月 4 日（火）
　 　 　　 　　 　　　月曜から金曜の 8 時30分より17時まで
◎ 第 1 次試験日　令和 2 年 9 月20日（日）
（1）�申込みは、「持参」、「郵便」、「電子申請」のいずれかにより行ってください。
（2）�「郵便」による申込みは、8月4日までの消印のあるものに限り受け付けます。
（3）�「電子申請」による申込みは、8月 2日までに到着したものに限り受け付

けます。
（4）�受付期間経過後の申込みは、一切受け付けいたしませんので十分注意して

ください。
（5）�新型コロナウイルス感染症の影響により、試験日時等を変更する場合は、

神山町のホームページでお知らせします。
◎ 第 1 次試験会場　四国大学（徳島市応神町古川字戎子野123 － 1 ）

申込み方法など、詳しくは神山町役場ホームページ又は神山町役場総務課人事
係（℡088－676－1111・IP電話 2000）までお問い合せください。

１　試験区分、採用予定人員及び職務の内容
試 験 区 分 採用予定人員 職　務　の　内　容

一�般�事�務 高等学校
卒業程度 3名程度 神山町において、一般行政事務に従事します。

介護支援専門員 高等学校
卒業程度 1名程度 神山町において、介護支援専門員の業務に従事します。

保　育　士 短期大学
卒業程度 2名程度 神山町において、保育士の業務に従事します。

※採用予定人員は変更になる場合があります。

２　受験資格
試 験 区 分 受　　　験　　　資　　　格

一�般�事�務 高等学校
卒業程度 昭和59年 4月 2日から平成15年 4月 1日までに生まれた者

介護支援専門員 高等学校
卒業程度

昭和59年 4月 2日から平成 9年 4月 1日までに生まれた者で、介護
支援専門員の資格を有する者又は令和 3年 3月 31 日までに当該資格
を取得する見込みの者

保　育　士 短期大学
卒業程度

昭和59年 4月 2日から平成13年 4月 1日までに生まれた者で、保育
士の資格を有する者又は令和 3年 3月 31 日までに当該資格を取得す
る見込みの者

※「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、学歴を受験資格とするものではありません。
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令和 2年度　名西消防組合消防職員採用試験案内
【受   付   期   間】　令和 2 年 7 月21日（火）～ 8 月 4 日（火）
【第 1 次試験日】　9 月20日（日）
【試   験   会   場】　四国大学

試　験　区　分 採用予定数 受　　験　　資　　格

消防職員
（消防士）

高等学校
卒業程度 3名程度

⑴�平成 7年 4月 2日から平成15年 4月 1日までに生まれた者で、深夜勤務ので
きる者

⑵�普通自動車、準中型自動車、中型自動車、大型自動車のいずれかの運転免許証を
持つ者又は令和 3年 9月30日までに取得見込みである者（AT車限定は除く）

名西消防組合消防本部総務課�　674－ 6788

自衛隊の仕事説明会を行います★
※ 3密防止のため時間は臨機に対応します！是非お問合せ下さい！

日　時：お問合せ下さい。
場　所：鴨島地域事務所（鴨島町本郷）
対　象：ご家族も含め誰でもOKです！

※ 3密防止のため時間は臨機に対応します！是非お問合せ下さい！

【お問い合わせ先】自衛隊鴨島地域事務所長（上原）☎ 0883－24－7008

自衛隊鴨島地域事務所

令和 2年度自衛官等募集案内
募集種目 資格 受付期間 試験日時 合格発表 入（校）隊 待遇その他 参考

航空学生
海18歳以上23
歳未満の者
空18歳以上21
歳未満の者

7 月 1 日～
9月10日

1次　9月22日
2次　10月17日～22日
3次　（海）11月20日～12月16日
　　　（空）11月14日～12月17日

1 次　　10月 9日
2次（海）11月11日
　　（空）11月 6日
最終2021年 1月19日

2021年 3月下旬
～ 4月上旬

入隊後約6年で3等
海・空尉

2019年度募集人員
海約 80名
空約 70名

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満の者

①
～ 7月 3日
②
7月 1日～
9月10日

① 1次 7/11
① 2次 7/31
② 1次 9/18・19
② 2次 10/9・10

① 1次　7月22日
　最終　8月中旬
② 1次　9月下旬
　最終　10月下旬

2021年3月下旬
～4月上旬
上記の他に設定す
る場合があります

入隊後約 2年 9 ヶ
月経過以降選考によ
り3等陸・海・空曹

2019年度募集人員
陸約4200名
海約1250名
空約850名

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満の者

年間を通じ
て行ってお
ります

受付時にお知らせ
します

試験日にお知らせ
します

2021年3月下旬
～4月上旬
上記の他に設定す
る場合があります

所要の教育を経て、3ヵ月後
に2等陸・海・空士に採用
陸（技術系を除く）は、1年
9ヶ月、陸（技術系）・海・
空は2年9ヶ月を1任期と
して併用（以降2年を1任期）

2019年度募集人員
陸約6200名
海約1670名
空約2030名

防衛大学校
学生

推
薦

18歳以上21歳未
満の者
成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な
実績を修め、学校
長が推薦できる者

9月 5日～
9月 9日

9月 28日・29日 11月 1日

2021年 4月上旬
就学年限4年
卒業後約1年で3等
陸・海・空尉

2019年度募集人員
人分・社会科学専攻
約30名
理工学専攻約100名

総
合
一
般 18歳以上21歳
未満の者

1次 9月26日
2次10月31日・11月 1日

1 次　10月18日
最終　11月25日

2019年度募集人員
人文・社会科学専攻
及び理工学合わせて
約50名

一
般

7 月 1日～
10月22日

1次11月 7日・8日
2次12月 8日～12日

1次　11月25日
最終 2021年 1月22日

2019年度募集人員
人分・社会科学専攻
約65名
理工学専攻約235名

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推
薦

男子で中卒
17歳未満の成績
優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績
を修め、学校長が
推薦できる者

11月 1日～
11月30月

2021年 1月10日・11日
※いずれか 1日を指定さ
せます

2021年 1月 16日
2021年 4月上旬

就学年限 3年
卒業後は陸士長

2019年度募集人員
約60名

一
般
男子で中卒
17才未満の者

11月 1日～
2021年 1月 6日

1次2021年 1月23日
2次2021年 2月 4日～ 7日

1次2021年 1月29日
2次2021年 2月18日

卒業後約1年で3等
陸曹

2019年度募集人員
約260名

自分に合った仕事を探してみませんか？
鴨島地域事務所では、各種DVDなどを取り揃えてい
て、広報官が丁寧にご説明します。

自衛隊には約100種類の
仕事（職種）があります！！

5 令和 2年 7月15日発行



空
き
家
相
談
会
を

�
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
に
、
お
家
長
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
と
空
き
家
相
談
に
つ
い
て
の
、

2
種
類
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
5
月
29
日

に
は
、
役
場
図
書
室
に
て
空
き
家
相
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
4
月
以
降
に
こ

れ
ま
で
6
件
の
空
き
家
相
談
が
あ
り
、

相
談
内
容
は
賃
貸
や
売
買
、
改
修
工
事

な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。
引
き
続
き
、

役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
移
住
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
空
き
家
相
談
を
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
す
み
は
じ
め
住
宅「
西
分
の
家
」で
、

現
在
暮
ら
し
て
い
る
3
名
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
移
住
の
き
っ
か
け

や
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

高
橋　

初
め
て
神
山
を
訪
れ
た
と
き

は
、
鮎
喰
川
の
透
明
感
に
感
動
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
神
山
塾
と
い
う
職
業
訓

練
に
５
ヶ
月
ほ
ど
参
加
し
て
、
卒
塾
後

も
神
山
に
残
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
西

分
の
家
に
は
１
年
前
に
引
っ
越
し
て
き

て
、
仕
事
は
市
内
ま
で
バ
ス
で
通
勤
し

て
い
ま
す
。

永
易　
西
分
の
家
に
入
居
し
て
5
ヶ
月

に
な
り
ま
す
。
前
か
ら
神
山
に
は
興
味

が
あ
っ
て
、
愛
媛
か
ら
何
度
か
遊
び
に

来
て
い
ま
し
た
。
神
山
で
お
店
を
し
て

い
る
方
か
ら
「
住
ん
で
み
た
ら
？
」
と

後
押
し
さ
れ
て
、
引
っ
越
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。町
内
の
歯
科
医
院
で
、

受
付
と
助
手
を
し
て
い
ま
す
。

相
原　
徳
島
県
が
や
っ
て
い
る
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
へ
の
入
学
が
決
ま
り
、
県
内

で
住
居
を
探
し
ま
し
た
。
神
山
町
な
ら

車
で
通
学
が
可
能
な
こ
と
、
ま
た
古
民

家
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
に
も
惹
か

れ
て
、
３
月
か
ら
入
居
し
て
い
ま
す
。

山
と
川
の
眺
め
が
好
き
な
の
で
市
内
ま

で
の
通
学
も
楽
し
く
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
の
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

〈
西
分
の
家
で
の
暮
ら
し
〉

高
橋　

西
分
の
家
の
大
き
な
窓
か
ら

日
々
変
化
す
る
風
景
を
眺
め
る
の
が
お

気
に
入
り
で
、
庭
の
お
花
や
石
垣
も
美

し
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
い
た

大
阪
と
違
っ
て
、
神
山
は
自
然
が
豊
か

で
旬
の
野
菜
を
楽
し
め

て
、
四
季
を
感
じ
な
が

ら
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

永
易　
住
人
同
士
が
協

力
し
て
、
楽
し
く
生
活

で
き
て
い
ま
す
。
一
緒

に
ご
飯
を
作
っ
た
り
、

映
画
を
み
た
り
で
き
る

し
、
体
調
を
崩
す
と
気

に
か
け
て
く
れ
ま
す
。

西
分
の
家
は
キ
ッ
チ
ン
に
薪
ス
ト
ー
ブ

が
あ
る
な
ど
、
設
備
が
整
っ
て
い
る
の

で
、
神
山
に
住
み
は
じ
め
る
人
に
は
お

す
す
め
で
す
。

相
原　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
内
で
自
然
と
役

割
分
担
が
で
き
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
な
こ
と
で
助
け
合
え
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。
私
は
野
菜
づ
く
り
が
好
き

な
の
で
、
庭
で
小
さ
な
畑
を
始
め
て
み

ま
し
た
。
自
分
の
作
っ
た
野
菜
を
食
べ

て
も
ら
え
る
の
と
、
住
人
の
み
ん
な
が

野
菜
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

の
が
嬉
し
い
で
す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO法人
グリーンバレーの
伊藤・林が

お届けします。

新規移住
相談件数
4 月… 7 件
5月…12件

（写真左から）
高橋　玲奈　静岡県出身
永
なが
易
やす
　千巻　愛媛県出身

相
あい
原
ばら
　佑子　大阪府出身

鬼籠野西分在住

す
み
は
じ
め
住
宅

�

「
西
分
の
家
」
と
は

　
西
分
の
家
は
、
鬼
籠
野
地
区
に

あ
る
「
す
み
は
じ
め
住
宅
」
と
し

て
改
修
さ
れ
た
一
軒
家
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
で
す
。
入
居
ス
ペ
ー
ス
の

個
室
3
部
屋
は
、
神
山
へ
の
移
住

を
考
え
て
い
る
単
身
者
や
家
族
に

貸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
回
の
契

約
期
間
は
3
ヶ
月
〜
１
年
半
と
い

う
条
件
で
、
３
年
間
で
9
世
帯
10

名
の
方
が
入
居
し
ま
し
た
。
1
階

に
あ
る
共
有
キ
ッ
チ
ン
と
共
有
サ

ロ
ン
は
、

入
居
者
以

外
の
方
も

イ
ベ
ン
ト

や
集
会
に

利
用
で
き

ま
す
。

次
回
の
空
き
家
相
談
会

日
時
：
令
和
2
年
8
月
14
日
（
金
）

�

9
時
〜
15
時

場
所
：
神
山
町
役
場
2
階
図
書
室

▲すみはじめ住宅「西分の家」
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鮎
喰
川
コ
モ
ン
の
ひ
み
つ　
そ
の
④

一
人
一
人
が
と
も
に
過
ご
す
っ
て
？

　
大
埜
地
の
集
合
住
宅
に
整
備
さ
れ
る

鮎
喰
川
コ
モ
ン
。
中
心
と
な
る
コ
モ
ン

ハ
ウ
ス
棟
（
仮
称
）
に
は
、
景
色
を
見

な
が
ら
勉
強
や
作
業
が
で
き
る
机
や
、

た
く
さ
ん
の
本
が
並
ぶ
大
き
な
本
棚
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　
神
山
町
に
は
、
学
校
を
終
え
た
子
ど

も
達
が
集
ま
っ
て
過
ご
せ
る
場
所
が
少

な
く
、
ま
た
、
図
書
館
や
書
店
が
な
い

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
背
景
の
中
で
、
小
中
学
生
の
声
を
聞

く
会
や
、
町
内
の
有
志
に
よ
る
「
ま
ち

の
読
書
室
」
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

年
齢
の
違
う
友
人
と
一
緒
に
学
び
合
え

る
場
や
、
読
書
や
本
と
出
会
え
る
場
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
鮎
喰
川
コ
モ
ン
で
は
、
訪
れ
た
人
が

賑
や
か
に
話
し
て
交
流
す
る
だ
け
で
な

く
、「
一
人
一
人
が
と
も
に
過
ご
せ
る

場
」
と
し
て
、
自
習
や
読
書
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
で
過
ご
す
時
間
も
尊
重
し
合
え

る
環
境
づ
く
り
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。

　
建
物
の
完
成
後
は
、
よ
り
使
い
や
す

く
過
ご
し
や
す
い
場
所
に
な
る
よ
う
、

訪
れ
る
人
と
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
整
え

て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
た
ち

で
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
学
び
合
い
、
一
人
一
人

が
と
も
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
つ
く
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

象山、らくだ山、大粟山、丹生山、、、
  その後ろには、高根山、焼山寺山、東宮山、旭ヶ丸、、、

　現場に立って360°見渡すと、開けた土地を山々がぐ
るり囲むという大埜地の地形特徴がよく分かります。
　太陽が照らす山肌の色は日の動きで刻々と移り変わ
り、朝焼け夕焼け時には、移り変わる空色を切りとる
稜線が印象的です。遠近の山たちが重なり、連なると
長い一枚の絵巻物のよう。この地にとって、今も昔も
変わらない部分。
　さて、集合住宅と鮎喰川コモンも、どうやってこの
風景の仲間入りができるでしょうか。大きな建物一
つではなく、小さな建物が集合して周囲にとけ込むよ
うに。そこでは、屋根は重要な要素のひとつです。全
体の形は統一感を持たせて雄大な風景の静けさのよう
に。でも同時に、向き、勾配、素材の使い方などを少
しずつ変えて自然地形のうごめく楽しさのように。
　遠景の山並みをお手本に近景の屋根並みを整えて、
さらに屋根の下に活動する人々の動きが加わったと
き、どんな新たな絵巻物となっていくでしょう。

 
鮎
喰
川
コ
モ
ン
だ
よ
り

神山町役場 総務課
☎088-676-1111
神山つなぐ公社
☎050-2024-4700

鮎喰川コモン
案内人

コモンちゃん

現場 拡大 図鑑④
� 〜山並み、屋根並み〜

鮎喰川コモン建物内部では
 こんな姿が見えています。

　屋根や壁の工事に続き、内装工事も進ん
でいます。写真は、建物中央にできる本棚
の様子。天井近くまであるダイナミックな
棚に、様々な本が並ぶ予定です。

▲素材②：ガラス ▲素材③：杉皮▲素材①：板金

▲中学生への授業の様子
  （2019年 7月）

▲「まちの読書室」の様子
  （2018年 6月）

アンケートでは、「友達と勉強を
教え合いたい」という声も。

町内から本が好きな有志を募り、
選書や会場づくりを行いました。

一
人
一
人
に
と
っ
て
居
心
地
の

い
い
場
所
は
、み
ん
な
で
つ
く
っ

て
い
く
も
の
な
ん
や
な
～
。

住戸棟

西 東 南北 西

住戸棟コモンハウス棟
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生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信
　広報 5月号では、「生活支援体制整備事業」の内容と、協議体委員の紹介をしました。
　今号では、協議体委員さんたちと一緒に活動する「生活支援コーディネーター」について紹介し
たいと思います。

お問合せ　神山町地域包括支援センター（担当：住友・河野）　神山つなぐ公社（担当：田中）
　　　　　　　　IP：2031　TEL：088－676－1185　　　　　　　  IP：4700　

今、取り組んでいることは？

①移動支援
　移動に関わる新たな制
度や、他地域の事例を学
ぶ勉強会を行おうと動い
ています。

▼参考資料：�
� 国土交通省�四国運輸局
「中山間地域における�高齢者の移動手
段の確保に関する�勘どころ・ヒント集」

②配食 / 買い物支援
　移動販売が行わ
れている場所や状
況を把握し、必要な
人に情報が届けら
れるよう支援マッ
プ（地図）づくりを
行っています。

生活支援コーディネーターとは？

「みんなで どなんぞ しちゃげんで」
　「おばちゃん、また困ったら言いよ～」先日、小学校の息子が言った一言にハッとしました。
近所のおばあちゃんが携帯電話の音が出ないので困っていると聞き、私と息子が伺った時の一
コマです。音が出たときのお互いの笑顔。まさにこれだな！と。些細なことから、そこに会話
が生まれ、コミュニケーションが生まれ、支え合いが生まれます。
　私達、生活支援コーディネーターは、今まで500人以上の方にお会いさせていただいた中で、
たくさんの困りごとの声と同時に、地域の方々の支え合う姿を見させていただきました。
　老若男女問わず、小さな力の集まりで町の姿が変わっていく、町の人の笑顔が広がっていく。
そんな地域での支え合い、助け合いをみなさんと一緒に育てていきたいと思います。
� 河野礼子

聞き取り調査を行っています
①「高齢者の困りごと」
② 「今あるサービスや支え合

い」を把握するため、町
内全域での聞き取り調査を
行っています。

協議体と連携しながら進めています
　高齢になっても安心してこ
の町で暮らしていけるよう、
必要な「支え合い」や「サービ
ス」はなにか、協議体委員と
一緒に考え、活動しています。河野　礼子

（地域包括支援センター）
田中　泰子

（神山つなぐ公社）
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消
防
団
員
功
績
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力

し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対

し
て
、
消
防
庁
お
よ
び
日
本
消
防
協
会

か
ら
表
彰
状
と
記
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
の
表
彰
で
は
、
消
防
に
関

す
る
表
彰
と
し
て
は
勲
章
・
褒
章
に
な

ど
の
栄
典
に
準
じ
、
最
も
栄
誉
の
あ
る

も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
消
防
庁
長
官

表
彰
功
労
章
」
を
井
住
団
長
が
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
神
山
町
消
防
団
の
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
た
団
員

確
保
等
の
積

極
的
な
取
り

組
み
に
対
し

て
、
総
務
大

臣
よ
り
感
謝

状
も
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
み

な
さ
ま
の
今

後
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ

ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
受
章

　
令
和
2
年
4
月
29
日
付
け
で
発
令
さ

れ
ま
し
た
令
和
2
年
春
の
叙
勲
に
て
、

国
や
公
共
の
危
険
業
務
に
取
り
組
み
、

社
会
貢
献
を
し
た
功
労
者
を
た
た
え
る

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
神
山
町
よ
り

2
名
の

方
が
受

章
さ
れ

ま
し
た
。

　
警
察

功
労
に

よ
り
受

章
さ
れ

た
久
保

友
茂
さ

ん
（
阿

野
字
方
子
）
は
、
警
視
庁
警
察
学
校
に

入
校
後
、
34
歳
か
ら
徳
島
県
警
に
て
従

事
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
所
に
勤
務
さ

れ
な
が
ら
、
留
置
所
管
理
業
務
な
ど
に

力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。「
被
疑
者
が

健
康
な
状
態
で
裁
判
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
常
に
本
人
や
事
件
の
情
報
を
把
握

し
、
様
子
を
見
る
こ
と
に
神
経
を
使
っ

て
い
た
」
と
長
年
の
業
務
を
回
想
し
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
で
す
。

瑞
宝
単
光
章　
受
章
者

　
大
西　
宏
和

�

　
下
分
字
安
吉　
防
衛
功
労

　
久
保　
友
茂

�

　
阿
野
字
方
子　
警
察
功
労

28
歩
の
会
か
ら
マ
ス
ク
寄
贈

　

阿
川
で
か
か
し
作
り
を
し
て
い
る

28
歩
の
会
か
ら
、
手
作
り
マ
ス
ク
を

1
0
0
枚
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
り
合
い
か
ら
阿
波
し
じ
ら
織
り
の
布

を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
町
の
た
め

に
何
か
作
れ
な
い
か
思
案
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た

め
に
マ
ス
ク
作

り
を
思
い
立
っ

た
と
の
こ
と
で

す
。

　
町
の
観
光
拠

点
で
あ
る
神
山

温
泉
、
道
の
駅
や
社
会
福
祉
協
議
会
で

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
山
中
学
校
で

お
茶
摘
み
の
体
験
授
業

　
5
月
13
日
、
神
山
中
学
校
の
お
茶
摘

み
の
体
験
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
、
1
年
生
の
22
人
、
神
領

字
大
久
保
の
森
根
さ
ん
宅
の
畑
で
手
摘

み
を
体
験
し
ま
し
た
。
森
根
さ
ん
と
の

交
流
に
よ
る
こ
の
授
業
は
、
20
年
以
上

続
い
て
い
る
授
業
で
す
。

　
お
茶
摘
み
作
業
が
初
体
験
だ
と
い
う

生
徒
も
多
く
、
な
か
な
か
収
穫
量
の
増

え
な
い
お
茶
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

36
㎏
も
の
生
葉
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収

穫
し
た
お
茶
は
、
持
ち
帰
っ
て
袋
詰
め

し
て
配
っ
た
り
、

調
理
実
習
に
て

加
工
す
る
な
ど

し
て
使
用
し
ま

す
。
体
験
受
け

入
れ
を
し
た
森

根
さ
ん
は
、「
感

染
症
の
影
響
も

あ
り
開
催
で
き

る
か
心
配
さ
れ

た
が
、
今
年
も

元
気
な
姿
が
み

ら
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

（
表
紙
写
真
）

まちの
　 出来事

かん太くん

受
　
賞
　
名

階
　
級

氏
　
名

消
防
庁
長
官
表
彰
功
労
章

団
　
長

井
住
　
正
三

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長

川
上
　
吉
弘

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
精
績
章

副
団
長

川
上
　
吉
弘

〃

分
団
長

阿
部
　
康
弘

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章

部
　
長

西
森
　
英
二

〃

部
　
長

小
川
　
利
文

〃

団
　
員

樫
本
　
　
浩

〃

団
　
員

川
崎
　
康
生

〃

団
　
員

高
橋
　
計
幸

〃

団
　
員

藤
本
　
保
治

〃

団
　
員

栗
尾
　
久
文

〃

団
　
員

藤
本
　
　
昇

総
務
大
臣
感
謝
状

消
防
団
神
山
町
消
防
団

�

※
階
級
は
受
賞
時
の
も
の

▲受章された久保友茂さん

▲出来上がった「神中茶」 ▲お茶摘み授業の様子

9 令和 2年 7月15日発行



　神山町では、この度コロナウイルス感染症において影響を受ける方々に対して、様々な支援を行っ
ています。

制 度 名 内　　容 担 当 課

新型コロナウイルス感染症
対 策 生 活 応 援 給 付 金

令和 2年 4月27日現在で神山町の住民基本台帳に記載されている方に一
人あたり 1万円を給付。
特別定額給付金（一人10万円）と同時申請で受け付けます。

総 務 課

生活応援神山温泉
入 浴 チ ケ ッ ト

神山町に住民票のある方に対し、1世帯あたり6,200円分のチケットを交付。
交付方法
　①引 換 券 送 付：�対象世帯の世帯主宛てに引換券を送付しています。

（ 7月 1日時点）
　②チケット引換え：�①の引換券と身分証明書等を引換場所に持参し、交

換してください。
　�引換場所：役場健康福祉課、広野支所…当日引換可能です。
　　　　　　各公民館…引換までに数日かかります。

健康福祉課

生 活 応 援
タクシーチケット

町内タクシー事業者の運賃支払いに使用できるチケットを配布。一人当た
り5,000円分
対象者
　�神山町に住民票があり、次の①～⑥のいずれかに該当する方。①70歳
以上の方②介護保険による要支援 1条の認定を受けている方及び総合
事業対象の方③身体障害外者手帳の 1・2級の障害認定を受けている方
④療育手帳のA1・A2の交付を受けている方⑤精神障害者保健福祉手帳
の 1・2級の交付を受けている方⑥運転免許証を自主返納している方
交付方法
　〈対象条件①に該当する方〉
　引 換 券 送 付：�6月末に対象世帯宛てに引換券を送付しています。（ 7

月 1日時点）
　チケット引換え：�引換券と身分証明書等を引換場所に持参し、交換して

ください。
　〈対象条件②〜⑥に該当する方〉
　引 換 券 申 請：�令和 2年11月30日までに交付申請書を提出してくだ

さい。
　引 換 券 送 付：�申請確認後、対象となる方に引換券を送付します。
　チケット引換え：�引換券と身分証明書等を引換場所に持参し、交換して

ください。
　�引換場所：役場健康福祉課、広野支所…当日引換可能です。
　　　　　　各公民館…引換までに数日かかります。

健康福祉課

神 山 町 事 業 者
応 援 給 付 金

神山町内の飲食業（店舗内での飲食サービスを主とする事業者、テイクア
ウト、宅配サービスを行う事業者等を含む）と宿泊業（ホテル・旅館・民
宿など）、町内タクシー事業者を対象に�1 事業者あたり一律10万円を給付。
（1世帯当たり 1人に限る）受付期間は令和 2年 7月31日まで。

産業観光課
住 民 課

神 山 の 休 日
応 援 バ ス

令和2年 7月23日～令和 3年 1月 3日までの土・日・祝日に限り（ただし、
8月12日～14日、12月29日～12月31日は対象期間となります）、バス
の運賃を助成。
利用方法
　徳島バス…専用の利用券を使用すると、自己負担100円で乗車できます。
　�（利用券配布場所…神山町役場、支所、公民館、徳島駅バスチケット売
り場等）
　町営バス…�バス内に設置している専用の回数券を使用すると自己負担な

しで乗車ができます。

住 民 課

令和 2年度町民サポート　生活応援版
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健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 
2
0
0
4

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
受
給
者
証

の
更
新
が
あ
り
ま
す

　
現
在
、
交
付
し
て
い
る
子
ど
も
は
ぐ

く
み
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
「
令
和

２
年
８
月
31
日
」
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
受
給
の
更
新
案
内
が
届
い
た
方
は

８
月
末
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
９
月
以
降
に
子
ど
も
は
ぐ
く
み

医
療
費
制
度
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
更
新
手
続
き
は
役
場
健
康
福
祉

課
だ
け
で
な
く
、
広
野
支
所
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
申
請
に
必
要
な
モ
ノ
》

⃝
更
新
申
請
書

⃝
印
鑑

⃝
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

⃝
保
険
証

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

つ
い
て

事
業
目
的

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

に
よ
り
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
神
山
町
緊
急
通
報
装

置
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

⃝
緊
急
通
報
装
置

　
家
庭
用
電
話
回
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
に
接
続
し
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

⃝
無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト

　
首
掛
け
式
の
機
械
を
利
用
し
、
緊
急

通
報
装
置
か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
以
内
の

離
れ
た
場
所
か
ら
緊
急
通
報
装
置
を
通

し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

⃝
人
感
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

　
セ
ン
サ
ー
検
知
に
よ
り
12
時
間
（
変
更

可
能
）
を
超
え
て
連
続
し
た
動
き
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
緊
急
通
報
装
置

を
通
し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

様
の
緊
急
通
報
装
置
を
通
し
て
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
呼
び
か
け
に
応
答
が

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
協
力
員
、

家
族
及
び
消
防
署
に
連
絡
し
、
安
否
確

認
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①
神
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て

い
る
方

③�

施
設
入
所
及
び
90
日
を
超
え
る
長
期

入
院
の
状
態
に
な
い
方

利
用
負
担
金

1
か
月
に
つ
き
3
0
6
円

　
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制

度
に
つ
い
て

■�

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制

度
と
は
？

　
「
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

制
度
」
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
自
力
又

は
家
族
の
力
だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

が
、申
請
し
登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
を
、

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
し
、
災
害

発
生
時
に
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
い
ま
す
。

■�

登
録
で
き
る
方
（
避
難
行
動
要
支
援

者
）

　
災
害
時
等
に
お
い
て
地
域
で
の
支
援

を
希
望
し
、
個
人
情
報
を
事
前
に
避
難

支
援
等
関
係
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

施
設
や
病
院
に
長
期
入
所
・
入
院
さ

れ
て
い
る
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

※�

既
に
高
齢
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る

方
や
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
保
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
制
度
の
効
率
化

を
図
る
た
め
平
成
30
年
度
か
ら
更
新

が
同
時
に
で
き
ま
す
。

避難行動要支援者『神山町地域防災計画』の
自ら避難することが困難な方

⃝65歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯の方
⃝介護保険要介護認定 3以上の方
⃝身体障害者手帳 1級、2級を所持する方
⃝療育手帳A1、A2を所持する方
⃝精神障害者保健福祉手帳 1級、2級を所持する方
⃝難病患者
⃝�上記以外で町長が必要と認めた方（妊産婦・乳幼児・日本語に不
慣れな在住外国人の方等）

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん
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■�

申
請
・
登
録
方
法

　

新
規
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

担
当
地
域
の
民
生
委
員
、
役
場
健
康
福

祉
課
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
上
記
の
要
件
で
既

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
担
当
地

域
の
民
生
委
員
が
登
録
意
向
の
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■�

登
録
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い

に
よ
り
人
的
被
害
を
少
し
で
も
な
く
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
二
次
災
害
の
恐
れ
や
避

難
支
援
等
関
係
者
が
被
災
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
心
が
け
で
、
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
自
分
で
で
き
る
防
災
対
策
の
例

⃝
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
の
実
施

⃝�

非
常
持
出
袋
や
防
災
備
蓄
品
、
普
段

飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
の
準
備

⃝�

普
段
か
ら
隣
近
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
く　
な
ど

※�

こ
の
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
お
問
い

合
わ
せ
先

神
山
町
健
康
福
祉
課

0
8
8（
6
7
6
）
1
1
1
4

I
P
2
0
0
4

神
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

0
8
8（
6
7
6
）
1
1
8
5

I
P
2
0
3
1

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

令
和
元
年
度　
神
山
町
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
事
業
の
実
施
状
況

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
実

施
要
領
第
12
条
及
び
運
用
第
16
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
に
係
る
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
廃
止

に
つ
い
て

　

令
和
2
年
5
月
25
日
を
も
っ
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
）
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
出
生
等
に
よ
り
新
た

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
た
方
に

は
個
人
番
号
通
知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

◆
今
後
の
通
知
カ
ー
ド
の
取
扱

・�

通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
（
氏
名
、住
所
、生
年
月
日
、性
別
、

個
人
番
号
）
に
変
更
が
な
い
場
合
、

引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

・�

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
変
更
が
あ

る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
等
の
提
出
で
証
明
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
受
取
ま

で
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。
申
請
書
が
必

要
な
方
は
住
民
課
へご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

神
山
町
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対

策
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

概
要

　
災
害
等
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒

壊
に
よ
る
被
害
や
避
難
時
等
の
通
行
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
避
難
路

沿
道
等
に
面
し
た
危
険
性
の
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
等
を
実
施
す
る
方

に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

●集落協定
集落名

対象面積 交付金額
（千円） 集落名

対象面積 交付金額
（千円）（a） 田 畑 （a） 田 畑

一ノ坂 1291.47 54.14 1237.33 1,487 栗生野 364.77 153.05 211.72 230
川　東 500.86 500.86 0 422 今　井 712.04 131.29 580.75 606
千　歳 182.25 182.25 0 306 樫　谷 460.08 0.00 460.08 373
中　津 291.24 29.23 262.01 251 江　田 1859.76 324.23 1535.53 1,772
大久保 932.47 295.28 637.19 1,509 喜来・黒河 753.98 391.12 362.86 861
本野間 630.62 256.78 373.84 732 上河内日浦 545.93 0.00 545.93 525
高　浜 327.21 321.26 5.95 651
合計　　　13集落　8,852.68a（田　2,639.49a　畑　6,213.19a）　交付金9,725千円

お問い合わせは、神山町産業観光課（TEL088-676-1118　IP2007）まで

対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
、
補
助
金
額

補
助
要
件

次
に
掲
げ
る
事
項
①
か
ら
③
ま

で
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の

①�

避
難
路
沿
道
等
に
面
し
た
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
と
し
て

町
の
要
綱
に
従
い
点
検
し
た

結
果
、
安
全
対
策
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の

②�

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去

後
に
道
路
等
か
ら
の
高
さ
が
40

㎝
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

新
た
に
設
置
し
な
い
こ
と

③�

施
行
業
者
等
が
撤
去
を
行
う

も
の

補
助
対
象

経　
　
費

次
に
掲
げ
る
危
険
性
の
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
要
す
る
経

費①�

補
助
要
件
の
事
業
を
実
施
す

る
工
事

②�

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
資
材

の
処
分
費
及
び
運
搬
費

③�

上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

町
長
が
減
災
に
寄
与
す
る
と

認
め
た
関
連
工
事

補
助
金
額
補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
2

と
基
準
額
（
1
m
あ
た
り

１
０
、0
0
0
円
）
を
比
較
し
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額
以
内

補　
　
助

限 

度 

額
一
団
の
土
地
あ
た
り
6
6
、

0
0
0
円

　
詳
し
く
は
神
山
町
役
場
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

8
月
は
保
険
証
の
定
期
更
新
月
で
す

　
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
令
和
2
年
7
月
31
日
」
と
な
っ
て
い

る
［
み
ど
り
色
］
の
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
を
1
人
に
1
枚
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
中
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か
ら

「
有
効
期
限
　
令
和
3
年
7
月
31
日
」

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証

［
オ
レ
ン
ジ
色
］
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
8
月
1
日
以
降
は
、
古
い
被
保
険
者

証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の
際
は

有
効
期
限
を
確
認
し
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
の
判
定
方
法
に
つ
い
て
】

1
割
負
担
と
な
る
方

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
未
満

3
割
負
担
と
な
る
方

世
帯
構
成
被
保
険
者
が
1
人
の
場
合

被
保
険
者
が
2
人
以
上
の
場
合

住 

民 

税

課
税
所
得
1
4
5
万
円
以
上

1
4
5
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る

総
収
入
の

合 

計 

額
3
8
3
万
円
未
満
は
1
割（
要
申
請
）
5
2
0
万
円
未
満
は
1
割（
要
申
請
）

3
8
3
万
円
以
上
は
3
割
（
※
）

5
2
0
万
円
以
上
は
3
割

※�

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
以
外
）が
い
る
場
合
、

そ
の
方
々
と
の
総
収
入
の
合
計
額
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合
は
1
割
（
要
申
請
）

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　令和 3 年 7 月31日

※ご確認ください！
新しい被保険者証の有効期限は

令和 3 年 7 月31日
� になっています。

① 

後
期
高
齢
者
医
療
　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
　（
薄
い
紫
色
）

を
お
持
ち
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
以

下
、
減
額
認
定
証
）
は
、
有
効
期
限
が
「
令
和
2
年
7
月
31
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
（
平
成
31
）
年
度
の
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
令
和
2
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
7
月
末
ま
で
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か
ら
、
8
月
1
日
以

降
に
使
用
可
能
な
減
額
認
定
証
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書
の
提
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
減
額
認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
、
減
額
認
定
証

発
行
後
に
90
日
を
超
え
る
入
院
（
過
去
12
か
月
）
を
さ
れ
た
方
は
、
神
山
町
税
務
保
険

課
窓
口
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、入
院
時
の
食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

※�

申
請
が
遅
れ
た
場
合
、
減
額
さ
れ
る
期
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
に
な

る
方
は
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
　
限
度
額
適
用
認
定
証
　（
ね
ず
み
色
）
を
お
持
ち
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下
、
限
度
額
認

定
証
）
は
、
有
効
期
限
が
「
令
和
2
年
7
月
31
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
（
平
成
31
）
年
度
の
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
令
和
2
年
度
も

所
得
区
分
が
3
割
負
担
の
「
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
7
月
末
ま
で

に
神
山
町
税
務
保
険
課
か
ら
、
8
月
1
日
以
降
に
使
用
可
能
な
限
度
額
認
定
証
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
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臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
令

和
3
年
7
月
31
日
）
の
裏
面
に
、
臓
器

提
供
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
啓
発

や
知
識
を
深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移

植
と
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方
の
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
医
療
で
す
。

　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思
の
変
更
が

で
き
ま
す
。

　
臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家

族
と
よ
く
話
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記

入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任

意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆本人署名・家族署名について
　本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してください。また、家族署名欄には、この意思表示欄の記
入を知っている家族が、その確認のために署名してください（家族署名欄の署名がなくても意思表示は
有効です。）。

※令和 2年度の保険料の決定通知書を 8月初旬にお送りします。
　令和 2年度の保険料が、年金から差し引かれている方は、4月分から 8月分までは、仮徴収としてお
支払いいただくこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせをお送りします。
　また、年金からの差引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方について
も、神山町税務保険課から年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。

※�臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に知
られないようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示
にご協力ください」に付いています。
※記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

◆提供したくない臓器の選択
　1又は2を選んだ方で、提供したくない臓器があれ
ば、その臓器に×をつけてください。なお、提供でき
る臓器は以下のとおりです。
脳死後：�心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球
◆特記欄への記載について
　1又は 2を選んだ方で、皮膚、心臓弁、血管、骨
などの組織も提供してもいい方は、「すべて」あるい
は「皮膚」「心臓弁」「血管」「骨」などと記入できます。
　親族に優先して臓器提供をしたい方は、「親族優先」
と記入できます。

◆自分の意思に合う番号を選択
　自分の意思に合う番号を1から 3までの中からひ
とつだけ選んで○をしてください。
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事
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れ
た
手
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ラ
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や
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ッ
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す
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製
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忙
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で
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ら
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慣
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。

　
電
気
安
全
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

その他の
　おしらせ

かわずくん

徳島支部
TEL（088）631―2333

　次号は、平成29
～令和元年生まれ
で 9月・10月が誕
生日の子（町内に
住所を有すること）

を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委
員会まで写真を送付してください。締切
は 8月15日です。
※�掲載回数は 1回までです。複数回の掲
載はできませんのでご了承ください。
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健康づくりシリーズ○126

令和 2 年度各種検診について

２．特定健康診査
　特定健康診査は40歳から74歳までの方を対象に、各医療保険者が年 1回実施しています。
※�神山町国保にご加入の方は、7 月 1日から12月20日が健診期間です。公民館等での総合検診、医療機関での健診をご利用く
ださい。その他の保険の方はご加入の医療保険者へお問い合わせください。

３．後期高齢者医療制度健康診査
　後期高齢者医療制度に加入されている方（75歳以上の方等）を対象に年 1回実施します。
※詳細は広報かみやま 5月号をごらんください。

　特定健診及び後期高齢者医療制度健康診査では、高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣
病の発症や重症化の予防、早めの治療につなげることを目的に実施します。
○健診内容：問診、身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査（貧血検査含む）、診察、心電図
※医師の判断により行う検査…眼底検査

　町ではがん、心疾患（心筋梗塞、狭心症など）、脳血管疾患（脳梗塞、脳出血など）の発症予防、
重症化予防を目的に各検診を実施しています。ご自身の健康管理のため、必ず 1年に 1回検診を受
診し、体の状態を確認しましょう。

　町では新型コロナウイルス感染拡大防止のため、細心の注意を払いながら検診を実施しますの
で皆様のご協力をお願いします。
○�検診会場に行く前に、ご家庭での体温測定をお願いします。発熱（37.5度以上）や風邪症状が
ある方は検診会場へのお越しはご遠慮ください。
○検診会場へお越しの際はマスクの着用をお願いします。
○検診会場ではアルコール消毒、受診者同士の距離を保ちながら検診を実施します。

１．がん検診等
　町では 6種類（肺がん、胃がん、大腸がん、前立腺がん、子宮頸がん、乳がん）のがん検診と
骨粗鬆症健診を実施しています。職場などで検診を受ける機会がない方はこの機会をご利用くだ
さい。受診方法は公民館等での集団検診と委託医療機関での個別検診があります。

肺がん・胃がん
大腸がん・乳がん

前立腺がん

子宮頸がん

50歳以上

40歳以上 ※胃がんの個別検診（胃内視鏡）
は50歳以上

★受診方法、対象者、検診期間、
検診申込等について詳しくは健
康福祉課までお問い合わせくだ
さい。

20歳以上

骨粗鬆症 30歳～69歳

お問い合わせ・健康に関するご相談は　神山町健康福祉課予防係　TEL676―1114　IP2004

４．歯周病検診
　神山町国保にご加入の30歳～74歳の方及び今年度40歳・50歳・60歳・70歳の神
山町国保以外の方を対象に町内歯科医療機関で年1回実施します。検診期間は8月 1
日から12月20日です。

⃝対象年齢
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介護保険の認定率・利用状況について
介護予防シリーズ○68

　介護保険は、高齢者になっても自立した日常生活が続けられるよう、また介護が必要になったと
しても、住み慣れた地域で自分らしく生活できるように、社会全体で支え合うための制度です。神
山町の介護保険の状況について見てみましょう。

　介護予防、介護度の重度化予防を予防し、本人の状態に合わせたサービスを利用することが、少
しでも長く住み慣れた地域で生活していくことにつながります。

　　　　　　　　お問い合わせ
健康福祉課　介護保険係　　電話：676－1114（IP2004）
地域包括支援センター　　　電話：676－1185（IP2031）

▪介護サービスの 1人あたりの利用金額（月額）と受給者数
　在宅サービス受給者数
は以前より減少していま
すが、1人あたり利用月
額が緩やかに増加してい
ます。
　施設サービスは受給者
数、利用月額ともに大き
な変化なく推移していま
す。
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（人）（円）

施設サービス（月額） 在宅サービス（月額）
施設受給者数 在宅受給者数

▪認定率（令和元年）
　令和元年の要介護・
要支援認定率は神山町
22.3％、徳島県20.0%、
全国18.4％で、徳島県平
均・全国より高くなって
います。

18.4 20.0
22.3

0.0

5.0
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15.0
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25.0

町山神県島徳国全
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（時点）令和元年(2019年)
（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（平成30,令和元年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

認定者のうち、要支援 1・
2、要介護 1が54.7％を
占めています。
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防災シリーズ○38

●台風について
　徳島県は毎年いくつかの台風が接近または上陸し、たびたび大雨や暴風による被害に見舞われ
ています。
　令和元年には、台風十九号により、関東地方をはじめ北陸地方や東北地方の十三都県に大雨特
別警戒情報が発表され、長期の電力喪失、広範囲の河川氾濫など想定を大きく超えた大規模災害
が発生しました。
　台風はある程度の予測が可能だと安易には考えず、日頃から十分な対策を立てておきましょう。
①情報の入手
　まずは、必要な情報を入手して、事前の対策に役立てましょう。
　台風は、突然襲ってくる地震とは異なり事前に情報を得ることができます。
台風の進路や大きさなど、テレビ・ラジオ、役場の防災無線などから出される
情報に十分注意してください。
②日頃の心がけ
　台風が接近してから準備するのではなく、日頃の心がけも重要です。
　神山町土砂災害ハザードマップや徳島県防災・減災マップ（※）から、自分の家の周りにあ
る危険な場所をあらかじめ確認しておきましょう。
　また、避難場所や安全な避難経路をよく確認し、家族や近所の方との連絡方法を事前に決め
ておくことも大切です。
③台風への備え
　台風が接近する可能性がある場合は、早めに台風への備えを行いましょう。
　雨戸・看板・塀などは倒れないように固定しましょう。
　早い時期に家の回りを見回り、排水溝や、雨どいの掃除をしたり、飛ばされ
そうなものは室内にしまうなど、飛散防止対策をしてください。
　また、停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオなどの防災用品も準備しておきましょう。

●災害時の必需品
　台風や土砂災害、地震等などの大規模災害が発生すると、電気・水道のライフラ
インや流通機能がストップする恐れがあります。いざという時、慌てないように、
災害時に必要なものを日頃から備えておくことが重要です。
　非常持出品として、懐中電灯、現金、携帯ラジオ、飲料水、非常食等をすぐに持ち出せるようにして、
持病薬やアレルギー対応食など、命に関わる必需品も優先して用意してください。それらをリュックサッ
クなどに入れて、玄関や寝室など、持ち出しやすい場所に保管しておけば、いざというときに安心です。
　災害時の食料や飲料水は、七日分必要で、成人一人あたり、一日分の水は３リットル、食料は
二千カロリーが目安とされています。食品は、賞味期限に注意し、懐中電灯やラジオは、電池切
れに注意してください。
　食料等については、持ち運びしやすい収納ケースなどに入れて、台所や押し入れなどに分散保
管することも重要です。

●非常食の保存法
　災害用に保存食だけを大量に用意することが備蓄ではありません。缶詰やレトルト食品など、
普段利用している食品を、多めに購入しておいて、消費したらその分を補充すれば、常に一定量
の食品を自宅内に備蓄することができます。これは、「ローリングストック（回転備蓄）法」と
呼ばれ、消費期限切れを防ぎ、いざというときに役立つ、一石二鳥の方法です。
　また最近では、長期保存が可能な防災用の食料品も多数販売されています。
　いざ使おうとしたときに使えるよう、日頃からの点検と備えを徹底しておきましょう。

※徳島県防災・減災マップ　URL maps.pref.tokushima.lg.jp/bousai/

日頃の備えを再点検
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詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　令和 2年 5月 1日から、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が下がった場合に国
民年金保険料の免除申請が可能となりました。
　手続きの方法や申請書類等は、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）
に掲載しております。

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少している方へ

（参考）機構ホームページの掲載場所

ここをクリック
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駐在所だより
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水難事故を防ぐ
　夏は海や川、山などで楽しむ機会が増える季節です。自然に触れる楽しみ
がある半面、自然ならではの危険もあります。事故を防ぐためには、自然を
甘く見ず、危険をきちんと認識し、計画を立てて行動することが大事です。
　事故を未然に防ぐためには、自然の仕組みや命を守る方法を知っておくこ
とと、事前の準備をしておくことがとても大切です。

神山消防署への連絡は

・一般�676－1199

・ＩＰ�2119

・FAX�676－1390

名西消防組合では水
難事故に対応する潜
水隊を配備しており、
常時予期せぬ水難事
故に備えています。

消防署だより

119

⑴出掛ける前に天気や川の情報をチェック
　川などに行く前に、天気や川の情報をチェックしましょう。悪天候が予想さ
れているときは、無理をせず、中止・延期を検討しましょう。また、上流にダ
ムがある場合は水量や水の需要に応じて放水することがあり、その場合は急激
に増水することがあります。

⑵健康状態が悪いときやお酒を飲んだときは泳がない
　体調が優れないときや睡眠不足で疲れているときは、水泳や釣りなどは控えましょう。体に負
担がかかり、事故につながる危険が高くなります。適度に水分を補給し、日陰で休息するように
しましょう。飲酒後や飲酒しながらの水泳や釣りも、事故につながりやすく危険ですので、絶対
にやめましょう。

⑶危険を示す掲示板、水流が速い・深みがあるところは避ける
　川では、「危険を示す掲示板」が設置されているところがあります。そうした掲示板がある場所
では遊ばないようにしましょう。また、川の地形は複雑であり、同じ川でも場所によって川の流
れが速くなっていたり、急に深くなったりする場所があります。そのようなところには近づかな
いようにしましょう。

⑷子供だけでは遊ばせない
　水深が浅い場所でも、ほんのちょっと目を離したすきに、子供が転倒して溺れたり、波にさら
われたりすることがあります。幼児はもちろん、泳げない子供などが水遊びするときは、必ず大
人が付き添い、子供から目を離さないようにしましょう。また、子供だけでは遊ばせないように
することが大切です。特に子供一人での水遊びは大変危険ですので、絶対にやめさせましょう。

☆事故を発見した、事故かな？と思った場合
直ぐに119番通報し「いつ」、「どこで」、「なにがあった」かを伝えましょう。

あなたの通報が人命を救います。ご協力よろしくお願いします。

※携帯電話からの119番通報は、神山消防署につながりません。088-676-1199へ通報してください。
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【作り方】
① 鶏肉は両面にこしょうをふる。フライパンにオリーブ油を入れ、
むね肉の皮目を下に置き、ふたをし弱火にかけ 5分程加熱する。
② キャベツは 1㎝幅に切る。ブロッコリーは小房に分ける。ミニト
マトはへたを除く。
③ ①の肉を裏返しフライパンの端に寄せ、空いた部分に②を入れ軽
く塩をふる。再びふたをし 3分程加熱し、肉と野菜を取り出す。
④ ③の空いたフライパンにカッコの調味料を入れ火を通す。
⑤ 肉はそぎ切りにし、野菜と皿に盛り付けてソースをかけ、レモン
を添える。

【材料：4人分】
鶏むね肉    320g
キャベツ    300g
ブロッコリー    120g
ミニトマト    12個
こしょう    少々
オリーブ油    大さじ 1

塩    少々
粒マスタード    大さじ 2
はちみつ    大さじ 1
白ワインまたは酒    大さじ 2
しょうゆ    大さじ 1
レモン    1/2個

●ワンポイントアドバイス
マスタードやはちみつ、レモンを使用することで、風味を生かして減塩
ができます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価 1人分：エネルギー261kcal、たんぱく質18.9g、脂質13.0g、
塩分1.1g  （※35％減塩しょうゆ、50％減塩食塩使用で0.8g）

減塩シリーズ！

★鶏むね肉のソテー
� マスタードソースがけ★

　
神
通
氷
瀑
保
勝
会
を
中
心
と
し
た
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
神
通
谷
川
に
あ
る
取
水
堰

の
周
辺
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
付
近
の
雑
木
を
伐
採
、
整
理
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で

は
珍
し
い
石
積
み
で
作
ら
れ
た
取
水
堰
の
す
が
た
が
、
遠
く
か
ら
で
も
見
通
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
神
通
氷
瀑
保
勝
会
会
長
の
森
嘉よ
し

敬の
り

さ
ん
（
上
分
中
津
）
に
話
を
伺
う
と
「
上

分
地
区
の
生
活
や
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
遺
産
で
あ
り
、
地

域
内
外
の
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
の

こ
と
で
し
た
。
同
会
の
山
田
勲
さ
ん

（
上
分
中
津
）
は
「
地
元
の
多
く
の
協

力
を
得
て
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て

い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲周辺環境の整備のようす

▲作業をされた有志のみなさんと取水堰の全景

写真提供・麻空弘美さん

神
通
谷
川
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　神山町ふるさと納税の使い道のひとつとして「教
育応援事業」があります。こどもたちが「やってみ
たい！」と思うアイデアを形にします。広野小学校
の教室では「みんながくつろげる秘密基地をオープ
ン」「小学校のキャ
ラクターが登場する
オリジナルアニメー
ション制作」など、
自由で楽しげなアイ
デアが飛び交ってい
ました。

編 集 後 記
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